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～ともに創造する（つくる）～
江東区立南砂中学校

経験が生きた修学旅行
学年主任 Ｍ教諭

５月１８日（木）から２０日（土）まで、三年生最大の学年行事である修学旅行に行ってきました。

大阪、奈良、京都という広範囲に渡る旅行でしたが、大きな事故やトラブルもなく、楽しい思い出

をたくさん作って無事に帰ってくることができました。今回は新たな挑戦の多い三日間でしたが、

２月から準備を始め、入念な行動計画を立ててきました。

初日は大阪城を見学したり、道頓堀で食い倒れをしたりと、ほとんどの班が

予定通りに行動でき、外国人にインタビューという課題も班で協力して行うこ

とができました。

二日目は東大寺見学後に奈良公園を散策する予定でしたが、途中から大雨

に見舞われてしまいました。その後の班行動では、予定していたバスや電車に

乗れなかったり、どこも混雑していて思うように見

学できなかったりするなど、困難な状況が相次ぎ

ました。しかし、そういった状況においても冷静に対応する三年生の姿

がありました。本部携帯には「今こういう状況なので、代案としてこうし

たいと思います。」という連絡が入ることが多く、先のことを自分達で

考え行動しようとしていることに成長を感じました。臨機応変に対応出

来たおかげで、すべての班が集合時間内に無事に宿に戻ってきまし

た。「時間をよく守る学年だ」と校長先生にも褒めてもらいました。

そして最終日は、京都市内をタクシーでゆったりと観光することができ、この

三日間の班行動を通して、普段の生活や授業にはない多くの気付きや学びが得

られた様子でした。

このような成果を得られたのは、今までの校外学習や移動教室での経験があ

ったからです。今回の修学旅行には「自分達で修学旅行を創る」というテーマが

ありました。一，二年生の頃の行事は、先生達が班行動に同行したり、ルール決

めや前日指導を行ったりしていましたが、今回の修学旅行ではほとんどのこと

を実行委員が中心となって行いました。「去年はこうしていたから今年はこうし

よう」など前回の反省を生かした計画を立て、修学旅行を無事に終えることができ、自信がついた

と思います。また、お互いに協力し、足りないところをカバーし合うことでさらに良い集団になり

ました。今後待ち構えている進路決定という大きな壁に向かって、この集団で協力し合い、高め合

いながら挑んでいってほしいと思います。

（校長から）この３日間、校長として話をする場面が何度も

あったのですが、私には褒め言葉しか思いつきませんでした。

事前の打合せでは心配事がいくつもあったのですが、全員

の協力でほとんどのことがクリアされました。また、夜の伏

見稲荷への散策（「おもかるいし」は全員が持ち上げましたよね？）

や早朝の西本願寺への散歩（「和顔愛語」がぴったりの三日間）

は、少人数の学校だからできたことだと思います。帰りの新幹線で熟睡（というより爆睡）し

ている生徒の寝顔を見ながら、修学旅行のスローガン“花火の打ち上げ準備をしよう”の成功

を確信しました。３年生は、一発の打ち上げ花火で終わらず、次なる行事に向かっていきます。

Ｃ組の生徒も異なる環境下での集団行動を頑張りました。Ｓ先生がＣ組の生徒が満足できる

コースや体験を考え、またＫ先生の助けも得ながら、よく歩き、よく学びました。
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修学旅行を終えて学んだこと
３年Ｂ組 Ｏさん

大阪、京都、奈良を巡る中で、歴史的建造物の美しさを知ることができました。写真で見たこと

があるものもありましたが、実際に目にして感じるものは格別でした。そして、それらの建造物が

なぜそれほど美しく感じられるのか考えました。その結果、二つの理由が思い浮かびました。

一つ目は、建造された当時の人々の努力です。私は、奈良の大仏を見学したときに二度驚かさ

れました。まず驚かされたのはその大きさです。大仏は、高さ約十五メートル、顔の幅約三・二メー

トル、手の大きさ約二・五メートルと巨大です。想像していたよりも大きくて驚きました。さらに私

が驚いたのは、この巨大な大仏が作られたのが今から約千二百年前ということです。現代のよう

な建築技術も、クレーン車もない時代にどのようにこの大仏を作ったのか気になりました。

二つ目は、受け継ぐ人の努力です。多くの歴史的建造物は木造のため、長い年月の間活用され

ることにより、老朽化したり、破損したりすることが避けられません。しかし、適切な時期に保存修

理を行い、それを繰り返すことによって後世に伝えていくことができます。数百年前の建造物を現

代まで残すのはとても難しいことだと思います。これを可能にするには、それらを受け継ぐ人々の

存在がなくてはなりません。つまり、歴史的建造物の美しさは、それらを受け継いできた人の存在

があってこそのものなのです。

私は今回の修学旅行で、歴史的建造物を残す理由を考えました。歴史的建造物から、私たちが

知らない昔の人たちの暮らしがわかります。昔の暮らしがあって、今の私たちの暮らしがありま

す。そして、それが未来に繋がっていきます。そのことを伝えていくために、歴史的建造物は残し

ていこうとしているのではないかと思います。

（校長から）学年だよりに掲載されたＯさんの作文を読んで、是非とも学校便りで紹介したい

と思いました。日本の文化の素晴らしさ、文化を伝承することの意義、このことが修学旅行の

最大の目的です。Ｏさんの作文により、私もまた理解が深められました。

生徒の様子
副校長 太田 勝久

初めての試み 話すこと調査実施

４月２５日（火）３年生は全国学力学習状況調査の「話すこと調査」

が実施されました。これは、英語の話す力をみる調査で、クロームブ

ックを使用し、ヘッドフォンをつけて行いました。初めての試みでし

たが大きな混乱無く、全員無事、調査をすることができました。まさ

に、英語教育が大きく変わっていく転換点です。

入場制限なしの学校公開行われる

５月１０日(水)～５月１２日(金)の３日間、学校公開を行いました。

３日間で７２名の保護の方々が参観されました。また、小学校６年生

の保護者の方もお見えになりました。「考える時間がしっかり取られて

いて焦らずに授業を受けていた。」「生き生きと学んでいる様子を見る

ことが出来て良かったです。」「笑いもまじえてわかりやすい授業でと

てもためになりました。」など、多くの感想をいただきました。

２学年の進路学習

２年生の進路学習の様子です。身近な人の

職業調べをレポートにまとめて、廊下に掲示を

しました。また、生徒一人一人が高校について

調べ、クロームブックでまとめをし、みんなに

発表をしました。

１月には職業体験を行う予定です。

身近な人の職業調べ 高校調べ発表会


